
 

 

  令和 ５年 ３月 ３１日 

公益財団法人 山口きらめき財団 

理事長   様 

 

住 所 〒753-0214 

山口市大内御堀 4044-8 博友舎内 

団 体 名 Think サイクリング山口 

代表者職氏名 弘 重 公 朗 ／ 代表理事 

 

 令和 ４ 年 ５ 月 ６ 日付山き財団第 １８ 号により助成金交付決定の通知がありました 

きらめき活動助成事業に関する事業を完了したので、きらめき活動助成事業助成金交付要綱

第１３条の規定に基づき、下記のとおり報告します。 

 
記 

 

プ ロ グ ラ ム 名 自立支援「ゆめ」 プログラム 

事 業 の 名 称 
【「情報発信フリーペーパー編集発行」と「人材交流学習トレジャー模擬実施」】から 

【「自転車月間スクールズ実施要領作成」と「スクールズのひな型作り」】へ変更 

助成金交付決定額 ２００，０００ 円 

助成金交付確定額               円（※この欄には記入しないでください） 

 

関 係 書 類 
[ ○ ] 事業報告（別紙１） 

[ ○ ] 事業収支決算書（別紙２） 

 参考資料 

  [ ○ ] 助成事業に関する領収書 ※ 必ず原本とすること 

（「領収書貼付票」を参考に） 

  [ ○ ] 事業の実施状況のわかる写真、新聞記事、パンフレット等 

 

事務担当者 

連 絡 先 

住 所 〒740-0036 岩国市藤生町 1-30-6        

職氏名 役職（事務局担当理事  ）氏名（ 石丸英明     ） 

ＴＥＬ 090-5573-9372／090-3170-6658 ＦＡＸ 03‐6368‐4661 

メールアドレス bikejoyq@mbr.nifty.com ／ nqa50755@nifty.com 

 

 

きらめき活動助成事業実績報告書 

第５号様式 （第１３条関係） 

※ [  ]に○を付けて揃

っているかを確認してくだ

さい。 



 

 

事 業 の 名 称 
【「情報発信フリーペーパー編集発行」と「人材交流学習トレジャー模擬実施」】から 

【「自転車月間スクールズ実施要領作成」と「スクールズのひな型作り」】へ変更 

事 業 の 目 的 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 

自転車市民権と自転車多様性を考える当会では、「情報発信」「人材交流」「提案型ソフト」

を活動の三本柱に、日常利用とスポーツ利用の架け橋となる、ユーザー＋ショップ＋地域

が三位一体となった、“地域貢献型マルチサイクリングクラブ”を目指しています。 
そして今回、スタートアップ企画その１「紅葉の自転車さんぽ２０２２」を「スクールズ

のひな型作り」を目的に、スタートアップ企画その２「自転車月間スクールズ２０２３プ

レ企画」を「スクールズ実施要領作成」を目的に、それぞれ実施しました。 

実 施 状 況 

実 施 期 間 

2022 年 8 月 3 日～2023 年 3 月 31 日・・・（2023 年 5 月 28 日） 
◆主要なイベント等の日時 
＊8 月 3 日／臨時集会 
＊11 月 13 日～12 月 4 日／紅葉の自転車さんぽ 2022 
（＊2023 年 5 月 14 日～5 月 28 日／自転車月間スクールズ 2023 プレ企画） 

実 施 場 所 
実 施 地 域 

◆スタートアップ企画その１／紅葉の自転車さんぽ２０２２ 

２０２２年１１月１３日◇岩国市紅葉谷公園集合／１９日◇宇部市恩田運動

公園集合／２０日◇長門市青海島共和国集合／２７日◇萩市萩城址南門

集合／１２月４日◇山口市旧山口藩庁門集合 
◆スタートアップ企画その２／自転車月間スクールズ２０２３プレ企画 

２０２３年５月１４日◇山口市旧山口藩庁門集合／２１日◇下関市唐戸公園集合

／２８日◇柳井市古開作中央緑地公園集合 
＊ 

対 象 者 一般の自転車愛好家、特にファミリー層 

参 加 人 数 ◆参加者【その１】延べ２７人 （うちスタッフ等 ８人） 

広報・周知
の方法 

ＤＭ（県内サイクルショップ４１店舗＋サイクルステーション１５箇所

＋関係機関等１９箇所＝７５通）、サイクル県やまぐちホームページ 

事 業 の 内 容 （いつ、どこで、何を、どのような方法で実施したか具体的に） 

＊臨時集会・・・8/3(山口市小郡：KDDI 維新ホール)／申請時の事業内容変更のため、個別説明でメンバーを

訪ねた際の提案で臨時集会を行う。出席者：６名（※詳細：別紙臨時集会報告参照） 
＊紅葉の自転車さんぽ 
・11/13(岩国市紅葉谷公園～新岩国駅～岩国運動公園～大正橋～西岩国駅～紅葉谷公園)／調査:10/29 
・11/19(宇部市恩田運動公園～床波駅～浜田川～宇部空港～真締川～恩田運動公園)／調査:10/09 
・11/20(長門市青海島共和国～白潟漁港～村田清風旧宅～板持駅～湊漁港～青海島共和国)／調査:10/10 
・11/27(萩市萩城址公園～姥倉運河～明神池～松下村塾～大照院～明倫館～萩城址公園)／調査:10/10 
・12/04(山口市旧藩庁門～上山口駅～自転車道起点～湯田温泉駅～木戸神社～駅前通り～旧藩庁門)／調査:10/09+11/20 

⇒TPQ 調査およびマップ＆問題は手分けして行い、当日は取材と集計の二名体制で行う。 
⇒結果報告や当日の様子は別紙リザルト＆レポート参照 

＊自転車月間スクールズ・プレ企画・・・5/14(山口市・予定)／5/21(下関市・予定)／5/28(柳井市・予定) 
⇒事業名称の「スクールズの実施要領作成とひな型作り」に必要な、「学習トレジャー」の検証実施と、「TCY

的イベントカレンダー」の情報募集の呼び掛けに向けた戦略的チラシで、それぞれの中身の吟味に時間を

費やす。前者は試行錯誤的実施に、後者は玉石混淆自転車ソフトを６区分募集に。（※チラシ参照） 

事業を行ったことで得られた成果  

＊臨時集会・・・申請後のヒアリングで指摘された「会員」についての意見交換と、事業変更（体験参加、Ｐ

Ｒ活動、模擬実施、他）について、ある程度目途がついたものの、連携企画の相手先の都合（市の管理する

廃校利用企画のためコロナ禍でＮＧに）により、再度の事業内容見直しになり、臨時集会での方向性がほぼ

白紙に。そのため「紅葉の自転車さんぽ」を緊急企画として実施し、その実施結果を受けてスクールズを組

み立てる予定が、想定以上に「曖昧な交通ルール」が散見され、再度の検証実施が必要に。 
＊紅葉の自転車さんぽ・・・体験実施と検証実施を目的に行ったが、告知が行き届かず、天候にも悩まされ、

全体としては不完全燃焼に。それでも宇部会場への県庁担当者の参加や、ＮＨＫからの取材問い合わせがあ

り、また別枠実施となった「阿東◇自転車さんぽ」には観光協会スタッフの参加があり、さらに雨天キャン

セル検証走行となった「学習トレジャー山口」は、約３時間の反省会を行う程、逆説的成果があった。 
＊自転車月間スクールズ・・・再度の検証実施のタイミングが難しく、年度を跨いだプレ企画で精度アップを

行うことに。また、チラシ裏面のイベントカレンダーのダミー版作成に合わせ、情報提供入力フォームやカ

レンダーのひな型を作ることが出来、具体化への道筋が見えた。 

（別紙１） 
事 業 報 告 



問題点・課題、今後の展望や取組予定  

＊自転車ブームと明治維新１５０周年を掛け合わせた「サイクル県やまぐちプロジェクト」の後継企画を勝手

連的に考え、有志と立ち上げた組織だが、日本の実情を十二分に加味し、ホワイトサイクリングとそれ以外

に分けており、「会員」の設定や「補完企画」との守備範囲の調整で苦慮している。 
 
＊本来なら“地域貢献型マルチサイクリングクラブ”として、等身大企画を幅広く仕掛けて行くべきだが、そ

の前提になる一般道の自由使用を含む自転車市民権への理解が進んでいない日本では、現状の「法的根拠が

曖昧なサイクリング」を甘受する必要があるため。 
 
＊その「等身大企画」を掲げることは、集客を目的としたインバウンド系自転車ブームに、「水を差す可能性が

あるのでは？」と、ＮＨＫの取材問い合わせ時に指摘され、それについても答えが出せない状態。 
 
＊「学習トレジャー山口」の検証走行後の約３時間の反省会で挙がった主な問題点は「実施時間と走行後の解

説」「交差点の構造と瞬間的な判断」「走行空間の種類と表示」「道路標識の意味」「実際の通行、特に駅前と

商店街」「増改築的な歪な交通ルール」等々。想定以上に酷い「曖昧な交通ルール」に対応するマップ＆問題

作成の精度アップのための試行錯誤が必要。 
 
＊「春需で情報提供」、「秋需で人材交流」、「等身大企画の提案」を活動の三本柱に、日常利用とスポーツ利用

の架け橋を模索するには、年度を跨ぐ予算、旅と競技の融合、補完企画の相手探し、等々、難題が山積みで

すが、秋企画に向けて、総会を実施した上で、体制を整えたいと考えており、その前提には玉石混淆イベン

トカレンダーの分析が必須条件と！ 
 

※秋企画 2023⇒スクールズ 2024⇒秋企画 2024⇒スクールズ 2025 

 

１）秋企画 2023 に向けて／玉石混淆イベントカレンダーの構築と補完企画の模索 

 

２）スクールズ 2024 に向けて／スクールズのブラッシュアップと予算確保 

 

３）きらめき財団 2024 年度申請（2025 年度も継続前提）／年度跨ぎ企画の可能性 

 

４）秋企画 2024 について／補完企画の中規模開催⇒「秋需で人材交流」、「等身大企画の提案」の具現化 

 

５）スクールズ 2025 ついて／スクールズパンフを県内全自転車転で配布⇒先行山口としての「春需で情報提供」 

 
＊自転車市民権と自転車多様性を考える当会では、「情報発信」「人材交流」「提案型ソフト」を活動の三本柱に、日常利用とスポーツ利用の架け橋となる、ユーザー＋ショップ＋地域が三位一体となった、“地域貢献型マルチサイクリングクラブ”を目指しています。 
そして今回、スタートアップ企画その１「紅葉の自転車さんぽ２０２２」を「スクールズのひな型作り」を目的に、スタートアップ企画その２「自転車月間スクールズ２０２３プレ企画」を「スクールズ実施要領作成」を目的に、それぞれ実施しました。＊ 

 

＊「実施状況」の「実施期間」欄には、準備等も含めた事業を実施した期間と、主要な事業を実施した日時を記入すること 

＊「実施状況」の「実施場所・実施地域」欄には、事業を行った場所や事業の対象となった地域等を記入すること 

＊「実施状況」の「広報・周知の方法」欄には、テレビ、新聞、会報、プレイガイド等主要な広報活動を記入すること 

＊「事業の内容」の欄には、「目的」を達成するため何をしたのか、事業の具体的な内容を詳しく記入することまた、どのようなスケジュール

で行ったか、どのような実施体制で行ったか、当初設定した活動目標をどれだけ達成できたかも併せて記入すること 

＊「事業を行ったことで得られた成果」の欄には、この事業を行ったことでどのような成果が得られたのか、事業が課題の解決等にどのよう

につながったのかを詳しく記入すること 

＊「問題点・課題、今後の展望や取組予定」の欄には、事業を実施するにあたってどのような問題点や課題があったか、事業の成果を今後ど

のように活かして活動を展開していくか等、将来展望を詳しく記入することまた、今後団体が実施する活動や、団体自身の自立に向けて

の取組等を記入すること 



（１）収 入                             （単位：円） 

科  目 
予 算 額 決  算  額 

金  額 内  訳 金  額 内  訳 

① 当財団助成金 200,000 円  171,100 円  

②他機関・団体から 
の補助金・助成金  0 円   円  

③寄付金・協賛金 30,000 円   円  

④広告料 50,000 円   円  

⑤自己負担金 50,000 円  85,650 円  

⑥その他  円   円  

⑦入場料等収入  120,000 円  26,000 円 
＊岩国会場 7,500 円 
＊宇部会場 12,500 円 
＊萩会場 6,000 円 

⑧プログラム 
 売上等収入  円   円  

収入合計（Ⓐ＋Ⓑ） 450,000 円  282,750 円  

（２）支 出  

科  目 
予 算 額 決  算  額 

金  額 内  訳 金  額 内  訳 

⑨謝 金 0 円  59,000 円 
#01 サポート 49,000 円 
#02 マップ＆問題 10,000 円 

⑩旅 費 0 円   円 ＊ 

⑪消耗品費 40,000 円  34,031 円 #03 消耗品 34,031 円 

⑫印刷費・ 
広告宣伝費 

200,000 円  65,823 円 
#04 プリント他 50,665 円 
#05 チラシ印刷 15,158 円 

⑬備品費 0 円  15,000 円 ＊ 

⑭通信運搬費 80,000 円  37,718 円 #06 切手 37,718 円 

⑮会議費 10,000 円  3,300 円 #07KDDI3,300 円 

⑯使用料・賃借料 0 円   円 ＊ 

⑰設営費・舞台費 0 円   円 ＊ 

⑱その他の経費 90,000 円  60,000 円 
#08 企画協力・秋 35,000 円 
#08 企画協力・春 25,000 円 

助成対象となる支出計Ⓑ 420,000 円  257,226 円 
＊ 
＊ 
＊ 

助成対象外支出計Ⓒ 30,000 円  25,524 円 
#09 景品 2,911 円 
#10 打ち合わせ 4,013 円 
#11 駐車料 900 円 
#12 保険 18,200 円 

支出合計（Ⓑ＋Ⓒ） 450,000 円  282,750 円 
＊ 
＊ 
＊ 

   

事 業 収 支 決 算 書 
（別紙２） 

＊収入合計（Ⓐ）と支出合計（Ⓑ＋Ⓒ）は一致させること 

＊「①当財団助成金」欄には交付決定した助成金の額を記入すること 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（別紙／参考資料） 
仮 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（別紙／参考資料） 
仮 



 

（別紙／参考資料） 仮 


